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第72号
近畿税理士会 伏見支部
京都市伏見区桃山町下野28-9

発行人／木戸義人
編集人／新見和也

今年の夏も猛暑。しかも集中豪雨被害が多く報じられる熱帯地域並みの気候に、日差しの照り返す外に出るのにも勇気がいる今日この頃ですね。
第72号の表紙のテーマは、「なつ」としてみました。暑い夏ももう少しの辛抱？涼しい秋風が待ち遠し今日この頃ですが、少し暑さを忘れてお付き
合いください。

なつ

支部連ボウリング大会
久保 美雄

く ぼ よし お

　スポーツマンを自負する私ですが、ボウリングは本当
に苦手で、100を超えるのがやっとな感じです。ただス
ポーツは観るより、プレイするほうが好きなので、参加
者の先生方とストライクやスペアごとにハイタッチをし
ながら楽しみました。
　合計2ゲームしたのですが、なんと1ゲーム目のスコ
アは72（まさかのパープレイ）、当然「ゴルフと違うで！」
とお叱りを受けました（笑）。2ゲーム目は何とか100超
えを達成。
　ゲーム終了後表彰式会場へ移動。わが伏見支部の2
チームは奮闘いたしましが、残念ながら上位入賞なり
ませんでした。私個人はなんとブービーメーカー、つまり
最下位（45人中）。ボウリングは難しいと再認識した一
日となりました。
　このボウリング大会は来年も開催されると思います
ので、腕に覚えのある先生はぜひご参加いただきますよ
うよろしくお願いいたします。

　7月6日支部対抗ボウリング大会に参加して参りまし
た。伏見支部からは木戸支部長・寺石先生・私のＡチー
ムと中田先生・萩原先生・小山先生のＢチームの2チー
ムが参加し、応援として植田先生・埜崎先生・古瀬先生
に来ていただきました。当初は厚生委員長として選手
の皆様を精一杯応援する予定でおりましたが、選手登
録していた植田先生が右腕を痛められたということで、
選手としての参加となりました。
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秋立つとはいえ、まだまだ残暑の厳しき折ではございま
すが、会員先生方におかれましては、ますますご清祥のこと
とお喜び申し上げます。
このたび支部選考委員会の選考を経て、第37回伏見支
部定期総会におきまして、支部長に選任されました木戸義
人でございます。
これからの2年間、精一杯務めてまいりたいと存じますの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。
さて、当支部においては「対話と協調」ということばを
様 な々場面で耳にいたします。
このことばはなによりも、対話を重ねることの重要性を説
かれたものであると考えております。そうした対話を重ねる
ことにより協調が生じるものと理解をしております。
そのような中「和気藹藹（わきあいあい）」とした雰囲気
が醸し出されて、それが伏見支部の雰囲気を明るく、活発
にしているように感じております。
若い先生の活躍を、経験豊富な先生方が温かく見守る

という、そのような風土が深く根付いているようにも感じて
おります。
そのようなよき伝統を先輩諸先生方が築いてこられたこ

とに感謝し、そして引き継いでいくことも、課せられた使命で
あると深く自覚しているところです。
今、わたくしども税理士界をとりまく環境は大きな転換
期、変革期にあると感じております。
研修事業においては、36時間以上の研修受講の義務
化、税務支援対策事業における地区相談会のあり方、租
税教室の拡大及び充実など、取り組むべき課題が山積し
ております。

このようなときに、伏見支部長というたいへん責任のある
職を拝命しまして、その責任の重大さをひしひしと感じると
ともに、これら様 な々課題へ適切な対応をしていく決意を
強くしている次第です。
これらの課題は、ただ単に時代の変化に伴う要請として
消極的に対応していくというものではなく、納税義務の適
正な実現を図る税理士としての使命を果たし、それにより
広く国民の負託に応えることのできる税理士制度の構築
に繋がるものと捉えて、積極的に対応していくべき課題であ
ると考えております。
ただ、これら山積する課題の取り組みにあたりましては、私

ども執行部の力だけで到底対応できるものではありません。
まず何よりもこれから取り組んでいくさまざまな支部事
業への支部会員先生方のご理解が必要不可欠であると
考えております。
また、伏見税務署様、伏見納税協会様をはじめとする関
係諸団体様と協調して事業を行っていくことは大変重要
なことと強く感じております。
関係諸団体様とは、連携をいっそう密にしまして、相互

の信頼関係と協力体制をより強固なものにしてまいりたい
と考えております。
こうしたみなさま方からのお力添えを賜りながら、「対話

と協調」に基づき、一つ一つ着実かつ誠実に課題に取り組
んでいきたいと考えておりますので、いっそうのご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたりまして、支部会員先生方のますますの事業

のご発展とご健勝を祈念申し上げまして、支部長就任の
挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ 伏見支部長　木戸 義人
き ど ひとよし

ごあいさつ 伏見税務署長　加地 郁雄
か じ いく お

残暑厳しい折り柄、近畿税理士会伏見支部の諸先

生方におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び

申し上げます。　　　　　　　　　

この度の定期異動によりまして、伏見税務署長を拝

命いたしました加地でございます。

平素から伏見支部の諸先生方には、税務行政の円

滑な遂行のため、深いご理解と支部を挙げての積極的

なご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。

さて、当地は、豊かな自然と良質な水に恵まれ、古くか

ら日本屈指の日本酒の産地として全国的に知られてい

るほか、伏見稲荷や醍醐寺など、数多くの名所旧跡があ

る歴史のある地です。

このような歴史と文化の息づく魅力のある地に加え、

「伏見支部と署と緊密な協調・信頼関係が長きに渡っ

て保たれている」というよき伝統のある署において税務

署長として勤務する機会を得ましたことを、誠に光栄と

存じますとともに、職責の重さに改めて身の引き締まる

思いをいたしております。

したがいまして、この協調・信頼関係を更に発展すべ

く、全力をあげて職責を果たして参りたいと存じますの

で、温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

さて、ご承知のとおり、税務行政を取り巻く環境は、Ｉ

ＣＴ化や国際化といった経済・社会情勢の複雑多様化

に加え、消費税率の引上げや「マイナンバー制度」にお

ける個人番号の利用拡大や記載の定着等に伴い、納

税者の皆様の税に対する関心がこれまで以上に高まる

ことと思われます。

このような状況の中におきましても、私どもといたしま

しては、納税者の皆様に各種制度の内容を十分ご理解

していただき、「納税者の自発的な納税義務の履行を適

正かつ円滑に実現する」という使命を果たすべく、納税

者への丁寧な説明・対応を図っていかなければならな

いと考えているところであり、そのために、ｅ－Ｔａｘ等の

ＩＣＴを利用した申告の推進やダイレクト納付の利用拡

大、租税教育の普及・拡大を重要課題として積極的に

推進しているところであります。

しかしながら、これらの課題や円滑な税務行政の推

進につきましては、諸先生方のご理解と伏見支部のご

協力の上に達成できるものと確信しているところであり

ます。

結びに当たり、近畿税理士会伏見支部のますますの

ご発展と、諸先生方のご健勝、並びにご事業のご繁栄

を心から祈念いたしまして、私のあいさつとさせていた

だきます。

02 伏水 第72号（平成29年8月25日） 03伏水 第72号（平成29年8月25日）

秋立つとはいえ、まだまだ残暑の厳しき折ではございま
すが、会員先生方におかれましては、ますますご清祥のこと
とお喜び申し上げます。
このたび支部選考委員会の選考を経て、第37回伏見支
部定期総会におきまして、支部長に選任されました木戸義
人でございます。
これからの2年間、精一杯務めてまいりたいと存じますの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。
さて、当支部においては「対話と協調」ということばを
様 な々場面で耳にいたします。
このことばはなによりも、対話を重ねることの重要性を説
かれたものであると考えております。そうした対話を重ねる
ことにより協調が生じるものと理解をしております。
そのような中「和気藹藹（わきあいあい）」とした雰囲気
が醸し出されて、それが伏見支部の雰囲気を明るく、活発
にしているように感じております。
若い先生の活躍を、経験豊富な先生方が温かく見守る

という、そのような風土が深く根付いているようにも感じて
おります。
そのようなよき伝統を先輩諸先生方が築いてこられたこ

とに感謝し、そして引き継いでいくことも、課せられた使命で
あると深く自覚しているところです。
今、わたくしども税理士界をとりまく環境は大きな転換
期、変革期にあると感じております。
研修事業においては、36時間以上の研修受講の義務
化、税務支援対策事業における地区相談会のあり方、租
税教室の拡大及び充実など、取り組むべき課題が山積し
ております。

このようなときに、伏見支部長というたいへん責任のある
職を拝命しまして、その責任の重大さをひしひしと感じると
ともに、これら様 な々課題へ適切な対応をしていく決意を
強くしている次第です。
これらの課題は、ただ単に時代の変化に伴う要請として
消極的に対応していくというものではなく、納税義務の適
正な実現を図る税理士としての使命を果たし、それにより
広く国民の負託に応えることのできる税理士制度の構築
に繋がるものと捉えて、積極的に対応していくべき課題であ
ると考えております。
ただ、これら山積する課題の取り組みにあたりましては、私

ども執行部の力だけで到底対応できるものではありません。
まず何よりもこれから取り組んでいくさまざまな支部事
業への支部会員先生方のご理解が必要不可欠であると
考えております。
また、伏見税務署様、伏見納税協会様をはじめとする関
係諸団体様と協調して事業を行っていくことは大変重要
なことと強く感じております。
関係諸団体様とは、連携をいっそう密にしまして、相互

の信頼関係と協力体制をより強固なものにしてまいりたい
と考えております。
こうしたみなさま方からのお力添えを賜りながら、「対話

と協調」に基づき、一つ一つ着実かつ誠実に課題に取り組
んでいきたいと考えておりますので、いっそうのご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたりまして、支部会員先生方のますますの事業

のご発展とご健勝を祈念申し上げまして、支部長就任の
挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ 伏見支部長　木戸 義人
き ど ひとよし

ごあいさつ 伏見税務署長　加地 郁雄
か じ いく お

残暑厳しい折り柄、近畿税理士会伏見支部の諸先

生方におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び

申し上げます。　　　　　　　　　

この度の定期異動によりまして、伏見税務署長を拝

命いたしました加地でございます。

平素から伏見支部の諸先生方には、税務行政の円

滑な遂行のため、深いご理解と支部を挙げての積極的

なご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。

さて、当地は、豊かな自然と良質な水に恵まれ、古くか

ら日本屈指の日本酒の産地として全国的に知られてい

るほか、伏見稲荷や醍醐寺など、数多くの名所旧跡があ

る歴史のある地です。

このような歴史と文化の息づく魅力のある地に加え、

「伏見支部と署と緊密な協調・信頼関係が長きに渡っ

て保たれている」というよき伝統のある署において税務

署長として勤務する機会を得ましたことを、誠に光栄と

存じますとともに、職責の重さに改めて身の引き締まる

思いをいたしております。

したがいまして、この協調・信頼関係を更に発展すべ

く、全力をあげて職責を果たして参りたいと存じますの

で、温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

さて、ご承知のとおり、税務行政を取り巻く環境は、Ｉ

ＣＴ化や国際化といった経済・社会情勢の複雑多様化

に加え、消費税率の引上げや「マイナンバー制度」にお

ける個人番号の利用拡大や記載の定着等に伴い、納

税者の皆様の税に対する関心がこれまで以上に高まる

ことと思われます。

このような状況の中におきましても、私どもといたしま

しては、納税者の皆様に各種制度の内容を十分ご理解

していただき、「納税者の自発的な納税義務の履行を適

正かつ円滑に実現する」という使命を果たすべく、納税

者への丁寧な説明・対応を図っていかなければならな

いと考えているところであり、そのために、ｅ－Ｔａｘ等の

ＩＣＴを利用した申告の推進やダイレクト納付の利用拡

大、租税教育の普及・拡大を重要課題として積極的に

推進しているところであります。

しかしながら、これらの課題や円滑な税務行政の推

進につきましては、諸先生方のご理解と伏見支部のご

協力の上に達成できるものと確信しているところであり

ます。

結びに当たり、近畿税理士会伏見支部のますますの

ご発展と、諸先生方のご健勝、並びにご事業のご繁栄

を心から祈念いたしまして、私のあいさつとさせていた

だきます。

02 伏水 第72号（平成29年8月25日） 03伏水 第72号（平成29年8月25日）



伏見税務署幹部紹介
ひとことメッセージ

益岡真一（個人２統括官）
❶「行雲流水」行く雲の如く、流れる雲の如く…常に自然体が
理想です。
❷おそらく、家電メーカーの社員
❸平城遷都1300年祭をきっかけに始めた奈良の古寺巡り

新谷耕市（個人３統括官）
❶平平凡凡（ただただ普通に）　
❷郷里（能登）で農業　
❸宮城谷　昌光作品（中国の歴史小説）を読む

中川輝美（法人・連絡調整官）
❶自分で自分の限界を決めない
❷専門誌の編集者
❸アルバム作り

生清賢治（法人２統括官）
❶初志貫徹
❷うどん屋
❸ウォーキング。休日には、自宅付近をウロウロしています。

塚本知巳（法人３統括官）
❶「人間万事塞翁が馬」色々な事に一喜一憂せず、落ち着
いた日々を過ごしたいと思っていますが、なかなか難しい
です。
❷前職（製薬会社ＭＲ）を引き続きしていたと思います。
❸生まれ育って学生時代まで過ごした京都市内を歩き回
る事。

向井　正（局・課二・酒類業調整官（伏見署派遣））
❶「時は金なり」イラチな性格かもしれませんが、限られた時
間を無駄に過ごさないよう心掛けています。
❷ライトノベル作家
❸年間100冊超えの読書（ジャンルは問わずに読破していま
す。）

松井　隆（徴収統括官）
❶泰然自若
❷土建業の親方（学生時代、建設業で肉体労働のアルバイト
を長くやっていたので興味を持っていました。）
❸晩酌（これまでは熱燗でしたが、最近は伏見の冷酒を飲んで
います。）

橋本安明（個人１統括官）
❶臨機応変（そのように行動したいので）　猪突猛進（亥年な
もので…）
❷自衛隊員（特に航空自衛隊）
❸釣り、自衛隊基地見学、筋肉増強（腰痛のため現在休止中）

福山　愛（個人・連絡調整官）
❶運命を愛せよ。与えられた物を呪うな。
❷探偵業（向いているらしいです。）
❸甥っ子と姪っ子（ハーフ）を連れてお出かけ。（抱っこしている
と「かわいいですねぇ」と声をかけられ、ハーフのママ気分を
味わえるから。）

❶好きな言葉・座右の銘　❷もし、この仕事をしてなかったら　❸マイブーム

太田敬士（総務課長）
❶適量飲酒
❷居酒屋の経営
❸晩酌

的野珠輝（管運１統括官）
❶命に過ぎたる宝なし
❷学校の日本史の先生
❸マラソン（今年は大阪マラソン走ります！）

庄　貴子（管運２統括官）
❶天は人の上に人を造らず　人の下に人を造らず
❷考古学者・歴史学者（日本史が好き）
❸糖質制限ダイエット（２年弱継続中）

若松紀弘（資産統括官）
❶一期一会（人との出会いを大切にしたいと思います。）
❷地元の福井で農協職員か原発関係の仕事
❸単身赴任生活も終わったので、反抗期の子供達と一緒に共
通の体験をしてコミュニケーションを図ること。

谷口千絵（酒類指導官）
❶意志ある所に道は開ける
❷フィギュアスケートの追っかけ
❸海外弾丸ツアー

今井律雄（副署長）
（新年度に当たっての一言）
　伏見署勤務２年目となりますが、皆様方とは十分に意思疎
通を図り、これまで培ってまいりました「対話と協調」の精神を
更に深めてまいりたいと考えております。引き続き、深いご理解と
多大なるご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

❶与えられた仕事だけをこなして「頑張っている」と自己満足す
るような人にならない。
❷喫茶店かライブハウスのマスター
❸夫婦デュオでのライブ活動

松本　功（法人１統括官）
❶しなかった後悔より、やってもた後悔
❷落語家か講談師（子供の時から好きで、今でもテレビでよく
見ています。）
❸スマホゲーム（妻の指導の下、スマホ代に使えるポイントを
せっせと貯めています。）
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的野珠輝
（留任）

管運２統括官

庄　貴子
（芦屋・管運３統括官）

徴収統括官

松井　隆
（留任）

個人１統括官

橋本安明
（長浜・個人２統括官）

個人・連絡調整官

福山　愛
（留任）

個人２統括官

益岡真一
（八尾・個人５統括官）

個人３統括官

新谷耕市
（留任）

資産統括官

若松紀弘
（局・課一・料調2主査）

法人１統括官
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向井　正
局・課二・酒類業調整官（奈良署派遣）

か じ いく お いま い りつ お おお た けい じ まと の たま き しょう たか こ

まつ い たかし はし もと やす あき ふく やま あい ます おか しん いち しん たに こう いち

わか まつ あき ひろ まつ もと いさお なか がわ てる み なる きよ けん じ つか もと とも み

たに ぐち ち え むか い ただし

伏見税務署幹部紹介
ひとことメッセージ
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第1号議案

平成28年度事業報告書及び決算書（貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び収支計算書）承認の件

　中川秀夫総務委員長が、第１号議案について議案書を基に説明を行った。次いで、監事を代表して香本明彦
会員が監査報告を行った。続いて、議長より第１号議案について質問・意見を求めたところ、特に発言がなかっ
たので、採決を行い、賛成多数で第１号議案は承認可決された。

第37回定期総会議事録 総務委員会

平成29年６月２日午後５時00分よりリーガロイヤル
ホテル京都において第37回定期総会を開催した。

はじめに、縄田浩昭会員が本日の総会の司会者にな
る旨を告げ、続いて木戸義人副支部長が開会の宣言を
行い、その後、前回の定期総会以降逝去された会員の
冥福を祈り黙祷を行った。そして来賓の紹介の後、植
田順支部長が挨拶を行った。

次いで、司会者より本日の総会決議につき、平成29
年５月20日現在の会員総数143人中、本人出席67人、
委任状出席56人、合計出席123人であり、委任状のう

議長は、以上をもって本支部定期総会の議案はすべて終了した旨を告げ、降壇した。
続いて新たに支部長に選任された木戸義人新支部長が就任の挨拶を行った。
その後、平松千二伏見税務署長の来賓祝辞があり、安居健次副支部長の閉会の挨拶を最後に午後６時15分第37回

定期総会は終了した。

ち受任者記載の無いものについての取扱いを報告し、
本日の総会は、有効に成立する旨報告した。

続いて、司会者は議長の選任について議場に諮った
ところ、「司会者一任」の声があり、市川晃会員を指名
した。

議長は就任挨拶の後、議事録署名人の選任につい
て議場に諮ったところ、「議長一任」の声があり、総会
議事録署名人に三好三枝会員、坂口由美枝会員の２
名を指名して議事に入った。

第2号議案

平成29年度事業計画及び収支予算承認の件

　中川秀夫総務委員長が、第２号議案について議案書を基に説明を行った。次いで、議長より第２号議案に
ついて質問・意見を求めたところ、特に発言がなかったので、採決を行い、賛成多数で第２号議案は承認可
決された。

第3号議案

支部役員選任の件

　萩恒夫支部役員選考委員長が第３号議案の支部役員選任の件について役員選考の経過説明を行った。
次いで、議長は第３号議案については人事案件のため意見を求めず、採決を行い、賛成多数で第３号議案は
承認可決された。

支部役員会
29.1.12 第５回役員会 伏見納税協会 出席者数27人

１．支部役員選考委員選任に関する件（承認）
２．新年研修会、意見交換会に関する件（報告）
３．平成28年分確定申告期における地区相談割当

等に関する件（報告）
４．次回以降の役員会及び合同委員会の日程に関

する件（承認）
５．理事会報告
６．各委員会報告

29.3.17 第６回役員会 清和荘 出席者数28人
１．第37回支部定期総会に関する件（承認）
２．平成29年度「指定税理士」登録に関する件（承

認）
３．次回役員会の日程に関する件（報告）
４．理事会報告
５．各委員会報告
６．平成28年分確申期における地区相談会場をふ

り返って
７．京都税理士協同組合「組合PR」の開催について

29.5.  9 第１回役員会 清和荘 出席者数27人
１．第37回支部定期総会議案書（案）に関する件

（承認）
２．平成28年度事業報告書及び決算書に関する件
３．平成29年度事業計画(案)及び収支予算(案)に

関する件（承認）
４．第37回支部定期総会式次第に関する件（承認）
５．第37回支部定期総会における委任状の取扱い

に関する件（承認）
６．定期総会当日開催の研修会、定例会、意見交換

会に関する件（承認）
７．理事会報告
８．各委員会報告

29.6.  2 第２回役員会 リーガロイヤルホテル京都 
出席者数24人
１．支部規約第19条第2項ただし書きにより招集期

間を短縮することに関する件 （承認）
２．支部規約第31条第1項に基づき業務を分掌す

る副支部長及び委員長の選任に関する件（承
認）

３．次回支部役員会の日程に関する件（承認）
29.6.13 第３回役員会 伏見納税協会 出席者数21人

１．支部長職務代行順位に関する件（承認）  
２．各委員会委員の委嘱に関する件（承認）  
３．相談役等の委嘱に関する件（承認）
４．次回役員会及び合同委員会の日程に関する件

（承認）

５．夏季意見交換会に関する件（承認）          
６．準会員入会承認に関する件（承認）
７．理事会報告  
８．各委員会報告

税務署・支部懇談会
29.1.13 第６回懇談会 伏見納税協会 議長 署長 

出席者数（署9人・支部12人）
１．「e-Tax」の普及・拡大に向けたより一層の取り

組みについて
２．平成28年分確定申告について
３．期限内納付指導及び振替納税の利用について
４．社会保障・税番号制度について
５．平成28年分相談会場等について
６．書面添付制度について
７．当面の諸問題について懇談

29.4.25 第１回懇談会 伏見税務署 議長 支部長 
出席者数（署10人・支部12人）
１．「e-Tax」の利用拡大について
２．平成28年分確定申告期の実施結果について
３．「税理士業務の概況書」の提出について
４．振替納税の領収証書送付の取りやめについて
５．納付困難な納税者に対する徴収部門への誘導

について
６．譲渡所得及び贈与税に係る行政指導等の実施

について
７．平成29年度税制改正に伴う改正税法関係書

類の送付について
８．当面の諸問題について懇談

29.6.13 第２回懇談会 伏見税務署 議長 署長
出席者数（署10人・支部12人）
１．e-Taxの利用拡大について
２．租税教育の推進について
３．税務関係書類提出時における「提出票」の作

成・提出について
４．期限内納付が困難な納税者に対する徴収部門

への納付相談の誘導について
５．「平成29年分所得税の予定納税額の減額申請

書」の提出期限について
６．資産税関係の改正事項について
７．「平成29年度法人税関係法令の改正の概要」

について
８．当面の諸問題について懇談

支部活動報告
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第37回定期総会議事録 総務委員会

平成29年６月２日午後５時00分よりリーガロイヤル
ホテル京都において第37回定期総会を開催した。

はじめに、縄田浩昭会員が本日の総会の司会者にな
る旨を告げ、続いて木戸義人副支部長が開会の宣言を
行い、その後、前回の定期総会以降逝去された会員の
冥福を祈り黙祷を行った。そして来賓の紹介の後、植
田順支部長が挨拶を行った。

次いで、司会者より本日の総会決議につき、平成29
年５月20日現在の会員総数143人中、本人出席67人、
委任状出席56人、合計出席123人であり、委任状のう

議長は、以上をもって本支部定期総会の議案はすべて終了した旨を告げ、降壇した。
続いて新たに支部長に選任された木戸義人新支部長が就任の挨拶を行った。
その後、平松千二伏見税務署長の来賓祝辞があり、安居健次副支部長の閉会の挨拶を最後に午後６時15分第37回

定期総会は終了した。

ち受任者記載の無いものについての取扱いを報告し、
本日の総会は、有効に成立する旨報告した。

続いて、司会者は議長の選任について議場に諮った
ところ、「司会者一任」の声があり、市川晃会員を指名
した。

議長は就任挨拶の後、議事録署名人の選任につい
て議場に諮ったところ、「議長一任」の声があり、総会
議事録署名人に三好三枝会員、坂口由美枝会員の２
名を指名して議事に入った。

第2号議案

平成29年度事業計画及び収支予算承認の件

　中川秀夫総務委員長が、第２号議案について議案書を基に説明を行った。次いで、議長より第２号議案に
ついて質問・意見を求めたところ、特に発言がなかったので、採決を行い、賛成多数で第２号議案は承認可
決された。

第3号議案

支部役員選任の件

　萩恒夫支部役員選考委員長が第３号議案の支部役員選任の件について役員選考の経過説明を行った。
次いで、議長は第３号議案については人事案件のため意見を求めず、採決を行い、賛成多数で第３号議案は
承認可決された。

支部役員会
29.1.12 第５回役員会 伏見納税協会 出席者数27人

１．支部役員選考委員選任に関する件（承認）
２．新年研修会、意見交換会に関する件（報告）
３．平成28年分確定申告期における地区相談割当

等に関する件（報告）
４．次回以降の役員会及び合同委員会の日程に関

する件（承認）
５．理事会報告
６．各委員会報告

29.3.17 第６回役員会 清和荘 出席者数28人
１．第37回支部定期総会に関する件（承認）
２．平成29年度「指定税理士」登録に関する件（承

認）
３．次回役員会の日程に関する件（報告）
４．理事会報告
５．各委員会報告
６．平成28年分確申期における地区相談会場をふ

り返って
７．京都税理士協同組合「組合PR」の開催について

29.5.  9 第１回役員会 清和荘 出席者数27人
１．第37回支部定期総会議案書（案）に関する件

（承認）
２．平成28年度事業報告書及び決算書に関する件
３．平成29年度事業計画(案)及び収支予算(案)に

関する件（承認）
４．第37回支部定期総会式次第に関する件（承認）
５．第37回支部定期総会における委任状の取扱い

に関する件（承認）
６．定期総会当日開催の研修会、定例会、意見交換

会に関する件（承認）
７．理事会報告
８．各委員会報告

29.6.  2 第２回役員会 リーガロイヤルホテル京都 
出席者数24人
１．支部規約第19条第2項ただし書きにより招集期

間を短縮することに関する件 （承認）
２．支部規約第31条第1項に基づき業務を分掌す

る副支部長及び委員長の選任に関する件（承
認）

３．次回支部役員会の日程に関する件（承認）
29.6.13 第３回役員会 伏見納税協会 出席者数21人

１．支部長職務代行順位に関する件（承認）  
２．各委員会委員の委嘱に関する件（承認）  
３．相談役等の委嘱に関する件（承認）
４．次回役員会及び合同委員会の日程に関する件

（承認）

５．夏季意見交換会に関する件（承認）          
６．準会員入会承認に関する件（承認）
７．理事会報告  
８．各委員会報告

税務署・支部懇談会
29.1.13 第６回懇談会 伏見納税協会 議長 署長 

出席者数（署9人・支部12人）
１．「e-Tax」の普及・拡大に向けたより一層の取り

組みについて
２．平成28年分確定申告について
３．期限内納付指導及び振替納税の利用について
４．社会保障・税番号制度について
５．平成28年分相談会場等について
６．書面添付制度について
７．当面の諸問題について懇談

29.4.25 第１回懇談会 伏見税務署 議長 支部長 
出席者数（署10人・支部12人）
１．「e-Tax」の利用拡大について
２．平成28年分確定申告期の実施結果について
３．「税理士業務の概況書」の提出について
４．振替納税の領収証書送付の取りやめについて
５．納付困難な納税者に対する徴収部門への誘導

について
６．譲渡所得及び贈与税に係る行政指導等の実施

について
７．平成29年度税制改正に伴う改正税法関係書

類の送付について
８．当面の諸問題について懇談

29.6.13 第２回懇談会 伏見税務署 議長 署長
出席者数（署10人・支部12人）
１．e-Taxの利用拡大について
２．租税教育の推進について
３．税務関係書類提出時における「提出票」の作

成・提出について
４．期限内納付が困難な納税者に対する徴収部門

への納付相談の誘導について
５．「平成29年分所得税の予定納税額の減額申請

書」の提出期限について
６．資産税関係の改正事項について
７．「平成29年度法人税関係法令の改正の概要」

について
８．当面の諸問題について懇談

支部活動報告
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総務委員会
29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数12人

１．平成28年度事業報告書作成に関する件
２．平成28年度決算書作成に関する件
３．平成29年度事業計画(案)作成に関する件
４．平成29年度収支予算(案)作成に関する件
５．平成29年度予算要求に関する件
６．その他当面の諸問題について

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数12人
１．平成29年度事業計画の実行に関する件
２．その他当面の諸問題について

研修委員会
29.1.19 第６回研修会 出席者数９７人（うち他支部０人）

テーマ
１．平成２９年度税制改正大綱を読み解く
講  師
税理士　上西　左大信氏
テーマ
２．平成２８年分所得税、資産税その他確定申告の

留意点
講　師
伏見税務署　

個人課税第１部門統括官  楠　郁子様
資産課税部門統括官  船見和民様
管理運営第１部門統括官  的野珠輝様
法人課税第１部門統括官  馬場　康様

テーマ
３．税理士法について
講  師
近畿税理士会伏見支部 支部長 植田　順氏
会　場　リーガロイヤルホテル京都

29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数１０人
１．平成２８年度事業報告書作成に関する件
２．平成２９年度事業計画（案）作成に関する件
３．平成２９年度予算要求に関する件
４．平成２９年度研修予定に関する件
５．その他当面の諸問題について

29.6.  2 第１回研修会 出席者数84人（うち他支部０人）
テーマ

「最近の税務調査～調査担当が作成する争点整理
表」
講  師　税理士　佐藤善恵氏
会  場　リーガロイヤルホテル京都

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数６人
１．平成２９年度事業計画に関する件
２．その他当面の諸問題について

28.7.20 第２回研修会 出席者数88人（うち他支部０人）
第1部
テーマ　「AIに負けない税理士になるために」
講  師　近畿税理士会情報化対策部　部員
　　　  税理士　高栖啓敬氏

第2部
テーマ　「本会ホームページの活用法」
講  師　近畿税理士会情報化対策部　副部長

税理士　池田直樹氏
会  場　リーガロイヤルホテル京都

税務支援対策委員会
29.4.  3

指定税理士登録のアンケートを送付した。　（期限
４月14日）

29.4.11
伏見納税協会個人部会の確申期地区相談所運営
等の三者（署、税理士会、協会）反省会に支部長、
副支部長、委員長、副委員長が出席し、各相談会場
の状況や今後の要望等の意見交換を行った。

29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数８人
議題
１．平成27年度事業報告書作成に関する件
２．平成28年度事業計画(案)作成に関する件
３．平成28年度税務支援対策委員会予算要求に

関する件
４．その他当面の諸問題について

29.4.20
平成29年分の確申期地区相談について副支部長、
委員長が税務署と協議した。

29.4.25
近畿税理士会に指定税理士の登録者、税理士99
人、税理士法人８法人を報告した。

29.4.25
近畿税理士会に平成28年度における税務支援に
関する事績集計結果の報告を行った。

29.4.25
近畿税理士会の支部税対担当責任者会議に委員
長が出席し、情報の収集を行った。

29.4.26
近畿税理士会に「平成28年分所得税確定申告期
における無料税務相談」にかかる従事義務違反該
当会員についての回答書（該当者なし）を送付した。

29.6.26
平成29年度記帳指導に関する打合せ会を署にお
いて開催した。
伏見税務署　　副署長他２人
副支部長、委員長、担当税理士５人出席
(於：伏見税務署会議室)

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者９人
議題
１．平成29年度事業計画（税対委員会関係）の実

行に関する件
２．平成29年分所得税確定申告期に独自事業とし

て実施する無料税務相談に関する件について
３．その他当面の諸問題について

広報委員会
29.1.  1　　

支部報「伏水」第７１号を発行した。
29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数６人

１．平成２８年度事業報告書作成に関する件
２．平成２９年度事業計画（案）作成に関する件
３．平成２９年度予算要求に関する件
４．その他当面の諸問題について

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数７人
１．平成２９年度事業計画の実行に関する件
２．その他当面の諸問題について

29.7.  5
インターシップ受入事務所（５事務所）を京都府立
京都すばる高等学校へ通知した。

29.7.26～28
京都府立京都すばる高等学校の生徒１０人をイン
ターシップとして５税理士事務所が受け入れた。

29.8.  3 第３回委員会 伏見納税協会 出席者数６人
１．支部報「伏水」第７２号の打ち合わせ
２．その他当面の諸問題について

厚生委員会
29.1.16

支部連・京税協協賛、新春講演会・賀詞交歓会に
参加した。
出席者数17人

29.1.19
新年賀詞意見交換会をリーガロイヤルホテル京都
で実施した。
出席者数86人

29.4.14 第1回委員会 清和荘 出席者数8人
１：平成28年度事業報告に関する件
２：平成29年度事業計画（案）に関する件
３：その他当面の諸問題に関する件

29.6.  2
定期総会意見交換会を実施した。
出席者数85人

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数8人
１．平成29年度事業計画の実行に関する件
２．支部連ボウリング大会の件

３．麻雀大会に関する件
４．支部旅行に関する件
５．その他当面の諸問題について

29.7.  6
支部連ボウリング大会（ラウンドワン河原町店）に参
加した。
出席者数９人

29.7.20
夏季意見交換会をリーガロイヤルホテル京都で開
催した。
出席者数80人

29.7.29
麻雀大会を脳活空間で開催した。
出席者数24人

綱紀監察委員会
29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数３人

１．平成28年度事業報告書作成に関する件
２．平成29年度事業計画（案）作成に関する件
３．平成29年度予算要求に関する件
４．その他当面の諸問題について

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数３人
１．平成29年度事業計画の実行に関する件
２．その他当面の諸問題について
　
支部役員選考委員会

29.3.17 第１回委員会 清和荘 出席者数16人
１．支部役員選考委員会の委員長、副委員長選任

に関する件
２．支部役員選考に関する件
３．次回委員会開催日に関する件

29.4.14 第２回委員会 清和荘 出席者数16人
１．支部役員選考に関する件
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総務委員会
29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数12人

１．平成28年度事業報告書作成に関する件
２．平成28年度決算書作成に関する件
３．平成29年度事業計画(案)作成に関する件
４．平成29年度収支予算(案)作成に関する件
５．平成29年度予算要求に関する件
６．その他当面の諸問題について

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数12人
１．平成29年度事業計画の実行に関する件
２．その他当面の諸問題について

研修委員会
29.1.19 第６回研修会 出席者数９７人（うち他支部０人）

テーマ
１．平成２９年度税制改正大綱を読み解く
講  師
税理士　上西　左大信氏
テーマ
２．平成２８年分所得税、資産税その他確定申告の

留意点
講　師
伏見税務署　

個人課税第１部門統括官  楠　郁子様
資産課税部門統括官  船見和民様
管理運営第１部門統括官  的野珠輝様
法人課税第１部門統括官  馬場　康様

テーマ
３．税理士法について
講  師
近畿税理士会伏見支部 支部長 植田　順氏
会　場　リーガロイヤルホテル京都

29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数１０人
１．平成２８年度事業報告書作成に関する件
２．平成２９年度事業計画（案）作成に関する件
３．平成２９年度予算要求に関する件
４．平成２９年度研修予定に関する件
５．その他当面の諸問題について

29.6.  2 第１回研修会 出席者数84人（うち他支部０人）
テーマ

「最近の税務調査～調査担当が作成する争点整理
表」
講  師　税理士　佐藤善恵氏
会  場　リーガロイヤルホテル京都

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者数６人
１．平成２９年度事業計画に関する件
２．その他当面の諸問題について

28.7.20 第２回研修会 出席者数88人（うち他支部０人）
第1部
テーマ　「AIに負けない税理士になるために」
講  師　近畿税理士会情報化対策部　部員
　　　  税理士　高栖啓敬氏

第2部
テーマ　「本会ホームページの活用法」
講  師　近畿税理士会情報化対策部　副部長

税理士　池田直樹氏
会  場　リーガロイヤルホテル京都

税務支援対策委員会
29.4.  3

指定税理士登録のアンケートを送付した。　（期限
４月14日）

29.4.11
伏見納税協会個人部会の確申期地区相談所運営
等の三者（署、税理士会、協会）反省会に支部長、
副支部長、委員長、副委員長が出席し、各相談会場
の状況や今後の要望等の意見交換を行った。

29.4.14 第１回委員会 清和荘 出席者数８人
議題
１．平成27年度事業報告書作成に関する件
２．平成28年度事業計画(案)作成に関する件
３．平成28年度税務支援対策委員会予算要求に

関する件
４．その他当面の諸問題について

29.4.20
平成29年分の確申期地区相談について副支部長、
委員長が税務署と協議した。

29.4.25
近畿税理士会に指定税理士の登録者、税理士99
人、税理士法人８法人を報告した。
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いて開催した。
伏見税務署　　副署長他２人
副支部長、委員長、担当税理士５人出席
(於：伏見税務署会議室)

29.6.30 第２回委員会 清和荘 出席者９人
議題
１．平成29年度事業計画（税対委員会関係）の実

行に関する件
２．平成29年分所得税確定申告期に独自事業とし

て実施する無料税務相談に関する件について
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２．平成２９年度事業計画（案）作成に関する件
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総務委員会 委員長　縄田 浩昭
なわ た ひろ あき

い そ ずみ ゆたか

おか もと きよ とみ

この度の役員改選で総務委員長を仰せつかりまし
た縄田浩昭です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

今まで厚生委員会と広報委員会での経験しかな
く、はじめての総務委員会への配属、それも委員長を
拝命することとなり不安でいっぱいになっております。

いつも何かを忘れているような気になっております。
そのような頼りない私を助けるとおっしゃっていた

だいた総務委員会のメンバーをご紹介させて頂きま
す。谷口貢担当副支部長を筆頭に、岩井啓治副委員
長、高屋豊明副委員長、家宇治篤委員、金山昌泰委
員、德山智子委員、原謙介委員、藤田雅之委員であり
ます。私を含めて総勢９人となりました。

また総務委員会には、相談役の先生にご臨席をいただけるとのことを伺っております。相談役の萩恒夫先生と植田
順先生のお二人の先生に、ぜひともご指導を賜りたいと考えております。

また、総務委員会をご担当いただく監事の先生は田中明先生となりました。厳しいご講評にも、堪えられるように努
めてまいりたいと存じます。

このような体制で、総務委員会は、木戸義人新支部長とともに、伏見支部の会務運営の円滑と充実を図るための事
業活動を行っていきたいと存じます。不行届きな点が多くご迷惑をおかけすることが多 あ々ろうかと存じますが、ご指
導ご鞭撻を賜りますようどうぞよろしくお願い申し上げます。

税務支援対策委員会 委員長　岡本 清臣

この度の役員改選により、税対委員長を仰せつか
りました岡本清臣です。どうぞよろしくお願い申し上
げます。

今年度の税対委員会のメンバーは、安居健次担
当副支部長を筆頭に、藤田雄彦副委員長、古瀬英
美子副委員長、中田均委員、倉本喜代春委員、石田
一郎委員、檜垣和孝委員、笹本弘之委員、佐藤講二
委員に私を含めた総勢１０名となっています。

昨年から確定申告時期の地区相談会に対する対
応が少しずつ変わってきており、支部においても独
自事業が行われるようになりと新しい潮目を迎えて
います。私自身初めて経験する税対委員会ですが、

ベテランの先生や前回に引き続き担当していただいている先生方のお力をお借りしながらメンバー全員で協力し、
今年度の事業計画に基づいて委員会活動を進めてまいりたいと思っております。税対事業は会員の先生のご理
解、ご協力がなければ進めていくことができません。税対委員会一同努力してまいりますので、今後ともご指導ご鞭
撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

新委員会の紹介と委員長就任の抱負

く ぼ よし お

研修委員会 委員長　五十棲 裕

この度、研修委員長を仰せつかりました五十棲

裕です。どうぞよろしくお願い申し上げます。

研修委員会のメンバーは、汐瀬担当副支部長を

筆頭に、小山富央副委員長、小山敏副委員長、垣

木英宏委員、村田裕人委員、角谷雅子委員、神佐

真由美委員、坂口由美枝委員の総勢９名となって

います。強力な委員の方々に支えられ、何とか職務

を全うしたいと考えております。

本年度も伏見支部では、伏見支部会員の３６時

間達成をお手伝いできるように、年に３時間研修

会を６回実施する予定です。研修委員会では、今年

度も会員の皆様に満足していただけるような、そして業務に役立つような研修を企画提供していきます。また研修

会に参加できない会員の皆様には、ＤＶＤの貸出しを随時行いしっかりフォローをしていきたいと思います。

研修委員会一同努力してまいりますので、今後とも宜しくご指導ご鞭撻を頂きますようお願いいたします。

厚生委員会 委員長　久保 美雄

この度の役員改選におきまして、厚生委員長を

仰せつかりました久保美雄です。どうかよろしくお

願いいたします。

初めて支部の厚生委員会の仕事をさせていただ

く事になり、不慣れな面は否めませんが、一生懸命

務めさせていただきますので、どうか温かい目でご

指導・ご鞭撻いただきますようお願いいたします。

今回の厚生委員会のメンバーは、担当副支部長

に萩原政宏先生、副委員長には寺石弘美先生と阿

戸能貴先生、委員に江上明先生、奥野和弘先生、

三好三枝先生、竹村祥世先生、そして委員長の久

保美雄を含め総勢8名となっております。

厚生委員会の事業目的は、一言でいえば、会員先生方の親睦と相互扶助のお手伝いをさせていただくことで

あろうかと存じます。

そのための事業として、定期総会後の意見交換会に始まり、夏季意見交換会、麻雀大会、支部対抗ソフトボー

ル大会、支部旅行、年始の賀詞交歓会と多くの企画をご用意しております。会員先生方の多数のご参加をお待

ちしておりますので、これからの２年間どうぞよろしくお願いいたします。
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籠 谷  千 春
（ 正 会 員 ）

かご たに ち はる

はじめまして。この度伏見支部に入会させていただきました籠谷千春と申します。

私が税理士を志したのは、女手一つで育ててくれた母が大学一年の時に他界し、何とか自活

したいという想いからでした。昼は学生、夜は定時制大学事務員として働くようになり、限られた時

間の中でも1科目ずつ受験していける税理士試験ならと挑戦を始めました。結局5年越しで24歳

の時に税理士資格を取得しました。大学恩師の紹介で東京練馬区の会計事務所に勤務し9年

間お世話になりましたが、結婚を機に京都に移り住んで参りました。京都でも会計事務所に勤め

たのですが、子供ができ産休に入ると、長男に心臓病が発覚して数年間は入退院の日々が続きま

した。仕事復帰も半ば諦めていた頃、税理士受験時代を共に過ごした親友に会う機会がありまし

た。小さい子供がいながらも税理士業務に励んでいる彼女の話を聞き、自分にも何かできるので

はないかと奮起し、2年前パート勤務税理士として再出発しました。ただ、育児援助者いない中で

はままならないことも多く、今は家族のペースに合わせやすい環境で働こうと思い、この度、開業

登録いたしました。お客様のそばに寄り添い、喜びも苦しみも共にできる税理士という仕事に魅了

され、一生の仕事としていきたいと思っております。

また、剣道を趣味にしておりますので、剣道をされる先生がいらっしゃれば是非お稽古を！

伏見支部の先生方、こんな私ではありますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

この度、伏見支部に入会させていただきました片山正史と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

私は、平成27年３月に大阪福島税務署を最後に国税の職場を退職し、一念発起して税理士の

道を歩むことを決意しました。国税の職場退職後は、会計事務所に１年半ほど勤務し、昨年11月

に開業するに至りました。

国税の職場では、税務大学校の研修関係の事務及び法人税、消費税の審理事務などに従事し

てまいりました。

国税職員時代には山積する仕事に追われるような毎日を過ごしていましたが、開業した今では

逆に仕事を探して追いかけるような日 を々過ごしています。

趣味は、キャンプと釣りそれに合気道の道場に通うことでしたが、開業してからは時間はあるも

のの気持ちに余裕が持てず、長らく遠ざかっております。そのため、もともとメタボ系の体型がよりメ

タボリックになってきております。この状況を打開するためにも早く仕事を軌道に乗せ、気持ちに余

裕が持てるようになることが今の第一の目標です。

また、その一環として、私の事務所は伏見区ですが、自宅は山科区ですので、毎日通勤をしてい

ます。その通勤手段としては、「税理士は機動力が大事。」と勝手な信念をもって愛車の125㏄のバ

イクで通っています。この信念のもと、足で稼いで少しでも目標に近づけるように奮闘しています。

まだまだ、駆けだしの新米税理士ですから先輩の皆様方の経験とお知恵を拝借して、一日でも

早く一人前の税理士になり、納税者であるクライアントのみならず先輩の皆さんのお役に立てるよ

う頑張ってまいりたいと考えております。

今後とも皆様方のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

片山  正 史
（ 正 会 員 ）

かた やま ただ し

新入会員紹
介

支部会員の異動（平成２9年1月～平成２9年7月）
 異動理由 氏名 事務所所在地 電話番号 FAX番号
正会員 住所変更 中川　秀夫 日野田頬町27-79 
 入会（主） 税理士法人A&T 深草西浦町2-9-2 075-641-1861 641-1875
 税理士区分変更（社員・本店） 岡林　良雄 深草西浦町2-9-2税理士法人A&T  641-1875
 税理士区分変更（社員・本店） 竹村　祥世 深草西浦町2-9-2税理士法人A&T  641-1875
 転入（茨木） 玉置　修治 域通町615須田マンション201 075-605-4870 605-4871
 事務所変更 三好　三枝 深草柴田屋敷町19-1-101 
 転入（北より） 石田　憲雄 深草稲荷中之町33杉田センタービル杉田德行税理士事務所 075-647-0881 647-2657
 転入（下京より） 籠谷　千春 深草ヲカヤ町33-6コーポ第一秀苑402号 090-4122-9358
 退会（業務廃止） 飯田　巌 桃山町遠山24番地6 075-611-5138
 退会（業務廃止） 杉本　尚人 西大手町307番地エイトビル５階税理士法人京都経営 075-603-9022
 転出（宇治へ） 遠藤　久美子 宇治市大久保町田原36-1-1408 0774-66-5434
 転出（宇治へ） 中村　武 宇治市大久保町南ノ口64-7 0774-43-1077
 入会 樫山　茂 桃山町鍋島６番地の２９ 075-621-3385
 転入（城東より） 武内　俊夫 東柳町532番地の7 075-612-1039 612-1039
準会員 退会 藤原　良和 大阪府枚方市菊丘町32番1号

正会員 144人、準会員 15人、法人会員 8社（平成29年7月25日現在）

広報委員会 委員長　新見 和也

このたびの役員改選によりまして、広報委員長

を仰せつかりました新見です。これから2年間どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

広報委員会のメンバーは、中川秀夫担当副支

部長を筆頭に、埜崎静子副委員長、樋爪利行副

委員長、東保行委員、岡部智弘委員、沖勝正委

員、小林真由美委員に私を含めた総勢8名となり

ました。

私は初めての広報委員長を経験させていただく

こととなり、たいへん緊張をしているところですが、

皆さまにご協力をお願いしながら頑張ってまいりたいと存じますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、広報の事業は会員先生方へ支部や会員先生方の活動や情報をお知らせして、支部活動を円滑にし

たり会員先生相互の交流に役立つ支部内部における広報事業と、支部活動をはじめ税や税理士というものの

存在や役割を外に向けて発信する広報事業の二つに分けることができようかと存じます。

支部内部における広報事業については、支部広報誌「伏水」の発行を通じて、支部活動の的確な情報提供

を行うとともに、業務のお役に立つ情報や会員先生方の少し違う角度からのご紹介、地域の興味深い豆情報

などを記事にするなど、充実した広報誌づくりを心がけてまいりたいと存じます。

外へ向けての広報事業については、税理士を志望する高校生を税理士事務所に受入れ、就業体験をして

いただく「インターンシップ事業」や、地域の学校における「租税教室」へ講師派遣等を行うことにより、税と税

理士という存在とその役割を広く社会に認知いただけるようにしていきたいと考えております。

どうかこれからの２年間、ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

にい み かず や
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かご たに ち はる
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研修委員会からの連絡事項

今年も「支部対抗ソフトボール大会」が実施されます。多くの先生方のご参加をお待ち致しております。優勝目指し
て頑張ります！！

また、今年の支部旅行は、「淡路島・神戸方面～芸術・スポーツ・食欲の秋満載！～」です。

　　　平成29年9月9日（土） 支部対抗ソフトボール大会
　　　平成29年10月13日（金）～14日（土） 支部旅行　淡路島・神戸方面

今年も委員一同、支部の会員先生方の親睦をより深めていただきますよう諸事業を企画して参りますので、今後と
もご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。

厚生委員会からの連絡事項

　   日　程       時　間            講　師 　　　　　　　　　  テーマ

資産税  ９月  １日（金）
13：30 ～ 16：30

３時間 税理士
笹岡宏保先生

法人税１０月  ３日（火）
13：30 ～ 16：30

３時間 税理士
植田　卓先生

消費税１２月  １日（金）
13：30 ～ 16：30

３時間 税理士
金井恵美子先生

未定  １月２９日（月） ３時間 未定

京都すばる高校とのインターンシップ事業
本年度も京都府立京都すばる高等学校の会計
科の生徒10人を5事務所で各2人の受入をいた
しました。
各事務所での実務経験、伏見税務署の全面的

な協力による署長室での懇談、また場所を会議室
に移して若手署員のみなさんとの意見交換と、2
日間の日程の中で税理士業務と税務署業務の魅
力について経験していただきました。ご協力いただ
きました先生方、事務所の皆様大変お世話になり
ました。
インターシップ受入事務所税理士法人京都経
営・税理士法人京都経営ネットワーク・汐瀬雅彦
税理士事務所・沖勝正税理士事務所・京都あお
い税理士法人、以上5事務所

伏見支部の役員及び先生方には、当協会の活動に対しまして深いご理解と多大なご支援をいただいておりま
すことに厚く御礼申し上げます。
当協会は、貴支部と同様次世代を担う若者に対する「租税教室の開催」、また地域に密着した活動として「桜ま

つり」「伏見ふれあいプラザ」のブースに出店し、税に関するパネル展示・税金クイズ等、正しい税知識の普及のた
めの各種事業を積極的に展開しております。
当協会の活動内容をご理解いただいた上で二点お願い申し上げます。
１点目は、先生ご自身の協会加入でございます。伏見支部の大半の先生には既に加入いただいておりますが、ま
だ未加入の先生がおられます。是非協会加入をお考えいただきますようお願いします。なお、年会費は4,800円、月
割りに換算しますと400円でございます。
２点目は先生方の顧問先への協会加入のアドバイスでございます。是非、顧問先へ協会に加入いただきますよ
うアドバイスをお願いします。
最後に、会員の退会理由の中に「税理士さんに見てもらうようになったから」との理由で退会申し出があります。
顧問先として関与された場合、納税協会の加入・退会の相談があった際には、是非協会へ加入していただける

ようアドバイスをお願いします。
一方的なお願いで誠に恐縮でございますが、協会活動をご理解の上、協会加入につきましてご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
※当協会の活動につきましては、ホームページを一度見ていただきますようお願いします。

公益社団法人伏見納税協会からのお願い

先生ご本人・顧問先も是非納税協会へ加入を
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今年も委員一同、支部の会員先生方の親睦をより深めていただきますよう諸事業を企画して参りますので、今後と
もご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。
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京都すばる高校とのインターンシップ事業
本年度も京都府立京都すばる高等学校の会計
科の生徒10人を5事務所で各2人の受入をいた
しました。
各事務所での実務経験、伏見税務署の全面的

な協力による署長室での懇談、また場所を会議室
に移して若手署員のみなさんとの意見交換と、2
日間の日程の中で税理士業務と税務署業務の魅
力について経験していただきました。ご協力いただ
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営・税理士法人京都経営ネットワーク・汐瀬雅彦
税理士事務所・沖勝正税理士事務所・京都あお
い税理士法人、以上5事務所

伏見支部の役員及び先生方には、当協会の活動に対しまして深いご理解と多大なご支援をいただいておりま
すことに厚く御礼申し上げます。
当協会は、貴支部と同様次世代を担う若者に対する「租税教室の開催」、また地域に密着した活動として「桜ま

つり」「伏見ふれあいプラザ」のブースに出店し、税に関するパネル展示・税金クイズ等、正しい税知識の普及のた
めの各種事業を積極的に展開しております。
当協会の活動内容をご理解いただいた上で二点お願い申し上げます。
１点目は、先生ご自身の協会加入でございます。伏見支部の大半の先生には既に加入いただいておりますが、ま
だ未加入の先生がおられます。是非協会加入をお考えいただきますようお願いします。なお、年会費は4,800円、月
割りに換算しますと400円でございます。
２点目は先生方の顧問先への協会加入のアドバイスでございます。是非、顧問先へ協会に加入いただきますよ
うアドバイスをお願いします。
最後に、会員の退会理由の中に「税理士さんに見てもらうようになったから」との理由で退会申し出があります。
顧問先として関与された場合、納税協会の加入・退会の相談があった際には、是非協会へ加入していただける

ようアドバイスをお願いします。
一方的なお願いで誠に恐縮でございますが、協会活動をご理解の上、協会加入につきましてご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
※当協会の活動につきましては、ホームページを一度見ていただきますようお願いします。

公益社団法人伏見納税協会からのお願い

先生ご本人・顧問先も是非納税協会へ加入を
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「早期経営改善計画策定支援事業」について
伏見支部の先生方には、入会から今日までご指導・ご鞭
撻賜り、厚く御礼申し上げます。さて今日は、中小企業庁から
発表された認定経営革新等支援機関（経産省から認定を
受けた税理士等外部専門家。以降、認定支援機関という※）
による「早期経営改善計画策定支援事業」について、私見も
交えて取りあげようと思います。

中小企業庁は、平成29年5月29日より中小企業・小規模
事業者の経営改善への意識を高め、早期からの対応を促す
ため、認定支援機関による経営改善計画策定支援事業のス
キームを活用し、中小企業・小規模事業者等が基本的な内
容の経営改善（早期経営改善計画の策定）に取り組むこと
により、平常時から資金繰り管理や採算管理が行えるよう
支援を開始しました。

私見ですが、この事業は、金融庁が示す債務者区分（表

１）の正常先から要注意先企業に対して、軽度な経営不振
が生じた場合、外部専門家（認定支援機関　税理士）と協
力して経営計画を策定し、健全な経営状態へ戻っていくた
めに国が助成を行うという事業であるといえます。
本助成事業が実施される以前には、地域経済に大きな影
響を与える又は多額の債務を有する破たん懸念先以上の中
小企業について、各都道府県の再生支援協議会が支援し
「再生計画」を策定し、また、少額の債務を有する破たん懸
念先（一部要注意先）以上の中小企業について、経営改善
支援センターが支援する「経営改善計画」を策定するスキー
ムがありましたが、本事業の実施によって、正常先の経営不
振企業から実質破たん先企業までについて、経営健全化を
図るための一連の中小企業の経営改善施策が整ったと考え
ています。
言い換えるならば、認定支援機関としての税理士は、顧問
先中小企業の「ホームドクター」として、経営に問題が生じた

新見 和也
にい み かず や

場合、表２の区分と中小企業施策に応じた経営計画策定支
援を行い、顧問先企業と一緒に「処方箋」を策定する業務に
国が助成を行うものと捉えています。

さて、本事業の具体的な内容ですが、資金繰り管理や採
算管理などのより基本的な内容の経営改善の取組を必要と
する中小企業・小規模事業者を対象として、認定支援機関
が資金実績・計画表やビジネスモデル俯瞰図などの早期の
経営改善計画の策定を支援し、計画を金融機関に提出する
ことを端緒にして自己の経営を見直し、早期の経営改善を
促すものです。早期経営改善計画策定支援に要する計画策
定費用及びモニタリング費用の総額については、経営改善
支援センターが、3分の2(上限20万円)を負担します。
本事業の手続きは、中小企業庁のホームページや別紙の

「利用申請から支払決定までの流れ」に詳細が記載されてい
ますが、①メイン行等への相談・事前相談書の受け取り、②
経営改善支援センターへ申請書を提出し、連名で申し込み
を行う、③早期経営改善計画書の策定、④メイン行等へ計
画書の提出・受取書の受領、⑤計画策定費用の1/3（上限
10万円）の受領、⑥経営改善支援センターへの費用支払申
請、⑦計画の予実対比（モニタリング）の実施、という流れで
行います。注意すべき点は、本事業は１企業1回限りの利用
申請となっていることです。

また、本事業を通じて現状分析の重要性について認識を
新たにし、「さらに分析したい」という顧問企業があれば、
ローカルベンチマークの活用もお勧めします。ローカルベン
チマークとは、財務・非財務のデーターを入力することで経
営状態を簡単に把握する事ができる仕組みで、経済産業省
が公式のツールをＨＰ上で提供しています。ぜひ一度見てく
ださい。このツールは、金融機関との対話の際に利用される
ことが期待されており、早期経営改善計画策定支援と併せ
て利用することで、顧問先企業と金融機関とのより良い関係
構築に大きく寄与するものとされています。

このように最近の国の施策は、顧問先中小企業の「ホーム
ドクター」としての認定支援機関税理士へ大きな役割を担
う事を期待しているといえます。この機会に一連の施策を理
解し、顧問先・金融機関と連携しながら経営改善に努めるこ
とで、地域経済の維持・発展に資する役割が税理士業務の
一つになりつつあると考えています。
浅学の私自身ですが、最近このような施策に対応し始め

たばかりです。本稿の内容についてのご質問等ございました
ら、できるだけお調べしてお応えいたしますので、お気軽にお
声掛けください。

乱文ご容赦ください。
※通常、税理士であれば、近畿経済産業局に申請すれば支援機関になれます。

法的・形式的な経営破綻に陥っている破綻先

法的・形式的な経営破綻には陥っていないが、実質的には破綻に陥っている実質破綻先

経営破綻の状況にないが、今後経営破綻が懸念される

新たな融資は不可能

破綻懸念先

要注意先のうち、3か月以上の延滞、または貸出条件の緩和を受けている 融資はまず不可能

不良債権

要管理先

業績が低調、延滞など、今後の管理に注意が必要である プロパー融資は厳しい要注意先

業績が良好であり、財務内容にも特段問題がない 積極的
正常債権

正常先

内容 融資スタンス 金融機関の債権債務者区分

早期経営改善計画策定支援
正常先

要注意先

破たん懸念先以上
（小規模）

（大規模）

経営改善計画策定支援

再生支援協議会案件
表1

表2
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「早期経営改善計画策定支援事業」について
伏見支部の先生方には、入会から今日までご指導・ご鞭
撻賜り、厚く御礼申し上げます。さて今日は、中小企業庁から
発表された認定経営革新等支援機関（経産省から認定を
受けた税理士等外部専門家。以降、認定支援機関という※）
による「早期経営改善計画策定支援事業」について、私見も
交えて取りあげようと思います。

中小企業庁は、平成29年5月29日より中小企業・小規模
事業者の経営改善への意識を高め、早期からの対応を促す
ため、認定支援機関による経営改善計画策定支援事業のス
キームを活用し、中小企業・小規模事業者等が基本的な内
容の経営改善（早期経営改善計画の策定）に取り組むこと
により、平常時から資金繰り管理や採算管理が行えるよう
支援を開始しました。

私見ですが、この事業は、金融庁が示す債務者区分（表

１）の正常先から要注意先企業に対して、軽度な経営不振
が生じた場合、外部専門家（認定支援機関　税理士）と協
力して経営計画を策定し、健全な経営状態へ戻っていくた
めに国が助成を行うという事業であるといえます。
本助成事業が実施される以前には、地域経済に大きな影
響を与える又は多額の債務を有する破たん懸念先以上の中
小企業について、各都道府県の再生支援協議会が支援し
「再生計画」を策定し、また、少額の債務を有する破たん懸
念先（一部要注意先）以上の中小企業について、経営改善
支援センターが支援する「経営改善計画」を策定するスキー
ムがありましたが、本事業の実施によって、正常先の経営不
振企業から実質破たん先企業までについて、経営健全化を
図るための一連の中小企業の経営改善施策が整ったと考え
ています。
言い換えるならば、認定支援機関としての税理士は、顧問
先中小企業の「ホームドクター」として、経営に問題が生じた

新見 和也
にい み かず や

場合、表２の区分と中小企業施策に応じた経営計画策定支
援を行い、顧問先企業と一緒に「処方箋」を策定する業務に
国が助成を行うものと捉えています。

さて、本事業の具体的な内容ですが、資金繰り管理や採
算管理などのより基本的な内容の経営改善の取組を必要と
する中小企業・小規模事業者を対象として、認定支援機関
が資金実績・計画表やビジネスモデル俯瞰図などの早期の
経営改善計画の策定を支援し、計画を金融機関に提出する
ことを端緒にして自己の経営を見直し、早期の経営改善を
促すものです。早期経営改善計画策定支援に要する計画策
定費用及びモニタリング費用の総額については、経営改善
支援センターが、3分の2(上限20万円)を負担します。
本事業の手続きは、中小企業庁のホームページや別紙の

「利用申請から支払決定までの流れ」に詳細が記載されてい
ますが、①メイン行等への相談・事前相談書の受け取り、②
経営改善支援センターへ申請書を提出し、連名で申し込み
を行う、③早期経営改善計画書の策定、④メイン行等へ計
画書の提出・受取書の受領、⑤計画策定費用の1/3（上限
10万円）の受領、⑥経営改善支援センターへの費用支払申
請、⑦計画の予実対比（モニタリング）の実施、という流れで
行います。注意すべき点は、本事業は１企業1回限りの利用
申請となっていることです。

また、本事業を通じて現状分析の重要性について認識を
新たにし、「さらに分析したい」という顧問企業があれば、
ローカルベンチマークの活用もお勧めします。ローカルベン
チマークとは、財務・非財務のデーターを入力することで経
営状態を簡単に把握する事ができる仕組みで、経済産業省
が公式のツールをＨＰ上で提供しています。ぜひ一度見てく
ださい。このツールは、金融機関との対話の際に利用される
ことが期待されており、早期経営改善計画策定支援と併せ
て利用することで、顧問先企業と金融機関とのより良い関係
構築に大きく寄与するものとされています。

このように最近の国の施策は、顧問先中小企業の「ホーム
ドクター」としての認定支援機関税理士へ大きな役割を担
う事を期待しているといえます。この機会に一連の施策を理
解し、顧問先・金融機関と連携しながら経営改善に努めるこ
とで、地域経済の維持・発展に資する役割が税理士業務の
一つになりつつあると考えています。
浅学の私自身ですが、最近このような施策に対応し始め

たばかりです。本稿の内容についてのご質問等ございました
ら、できるだけお調べしてお応えいたしますので、お気軽にお
声掛けください。

乱文ご容赦ください。
※通常、税理士であれば、近畿経済産業局に申請すれば支援機関になれます。

法的・形式的な経営破綻に陥っている破綻先

法的・形式的な経営破綻には陥っていないが、実質的には破綻に陥っている実質破綻先

経営破綻の状況にないが、今後経営破綻が懸念される

新たな融資は不可能

破綻懸念先

要注意先のうち、3か月以上の延滞、または貸出条件の緩和を受けている 融資はまず不可能

不良債権

要管理先

業績が低調、延滞など、今後の管理に注意が必要である プロパー融資は厳しい要注意先

業績が良好であり、財務内容にも特段問題がない 積極的
正常債権

正常先

内容 融資スタンス 金融機関の債権債務者区分

早期経営改善計画策定支援
正常先

要注意先

破たん懸念先以上
（小規模）

（大規模）

経営改善計画策定支援

再生支援協議会案件
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『澱川橋梁』

さて、今回は「かけはし」にちなんで、観月橋に架かる
近鉄の『澱川橋梁』についてご紹介します。観月橋の渋
滞に日々悩まされながら、何気なく見過ごしていた電車
橋。実は生まれは1928年（昭和3年）10月16日。今年
で御年90歳という日本に存在する単純トラス橋（縦の
柱に対角線状に三角を描く構造の橋）としては最大の
支間長の橋であります。

当時、周辺は帝国陸軍の架橋演習場（渡河訓練場）
で、11月に京都御所で執り行われる昭和天皇の即位
の礼式典の終了後、各施設の拝観や御陵の参拝など
が国民に認められることとなったため、奈良電気鉄道

（現近鉄）は、大きな旅客需要が期待して伏見桃山陵
から大阪・橿原神宮前を直結させる必要からこの橋を
架けたそうです。ちなみに人や荷駄が通る現在の観月
橋のような橋は、鎌倉時代からあり、秀吉の頃には「豊
後橋」と存在していたそうです。

さてさて、話は澱川橋梁です。この橋梁の本体をなす
主部材の鋼材は、なんと当時のアメリカ有数の大手製
鋼メーカーベスレヘム・スチールからの輸入の舶来物
で、大きな改修工事もなく現在も現役で働いています。

この橋を完成させるのにもう一つ調べていて驚いた
のが、その工期の短さです。11月の即位の礼に間に合
わせるという使命を担った施工業者の大林組は、完成
の1年前の1927年10月頃設計開始、鋼材の発注。
1928年4月1日に橋台根掘りを行い、同年5月26日に
鉄筋コンクリート製橋台の両岸への埋設作業が完了、
その後約60日間で淀川を曳航されてきた鋼材の組立、

塗装を担った浅野物産は、約30日間という今でも驚く
スピードで完成にまでこぎ着けました。使用したリペッ
トは73,094本、費された塗料の総量は約1,300ガロ
ン。工期短縮のための一発勝負の組み立ては、暑い夏
の最中で大変だったそうです。

今まで、「古い鉄橋だなぁ。」と何気なく見ていた「澱
川橋梁」。今回の記事のテーマを探していた時に、ふと
思い浮かんで調べてみたら驚く事がいっぱい。これから
観月橋周辺を通るたびに、この橋を見ていただき、アメ
リカ生まれの鉄橋に先人の英知と技術力へ思いを馳
せていただけると幸いです。                    （新見和也）

このコーナーでは、伏見にある歴史やお店まで、今という「時」で切り取った１ページ
をご紹介していきます。

ときのかけはし

よど がわ きょう りょう麻雀大会

「伏見支部で開業して丸1年になります。支部の先生方とは、なかなかお話しをする十分な時間がありませ
んでしたが、今回、麻雀大会に誘っていただき、卓を囲みながら先生方と交流できたことを嬉しく思います。

麻雀は、若い頃、先輩たちから高い授業料で半強制的にご指導いただきました。一時は、インターネットの
麻雀対戦サイトで実践的な勉強をしたこともありましたが、やはり素質がないと悟り、長い間、麻雀から遠ざ
かっていました。

そのようなこともあり、参加することには少々消極的でしたが、初めての参加にもかかわらず、奇跡的に「優
勝」してしまいました。勘違いせずに、来年の麻雀大会にも参加させていただきたいと思っています。

懇親会を含め、楽しいひと時を過ごさせていただき、思い出深一日となりました。このような楽しい場をお
世話いただきました厚生委員会の先生方には、改めて感謝するとともに御礼申し上げます。本当にありがとう
ございました。最後に、伏見支部、和気あいあい！」

厚生事業の「麻雀大会」が平成29年7月29日に京町北の「脳活空間」
で、腕に覚えのある先生方24人による夏の暑い闘いが繰り広げられまし
た。栄えある優勝は、松本良伴先生が勝ち取られました。では、松本先生
による優勝者の弁です
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『澱川橋梁』

さて、今回は「かけはし」にちなんで、観月橋に架かる
近鉄の『澱川橋梁』についてご紹介します。観月橋の渋
滞に日々悩まされながら、何気なく見過ごしていた電車
橋。実は生まれは1928年（昭和3年）10月16日。今年
で御年90歳という日本に存在する単純トラス橋（縦の
柱に対角線状に三角を描く構造の橋）としては最大の
支間長の橋であります。

当時、周辺は帝国陸軍の架橋演習場（渡河訓練場）
で、11月に京都御所で執り行われる昭和天皇の即位
の礼式典の終了後、各施設の拝観や御陵の参拝など
が国民に認められることとなったため、奈良電気鉄道

（現近鉄）は、大きな旅客需要が期待して伏見桃山陵
から大阪・橿原神宮前を直結させる必要からこの橋を
架けたそうです。ちなみに人や荷駄が通る現在の観月
橋のような橋は、鎌倉時代からあり、秀吉の頃には「豊
後橋」と存在していたそうです。

さてさて、話は澱川橋梁です。この橋梁の本体をなす
主部材の鋼材は、なんと当時のアメリカ有数の大手製
鋼メーカーベスレヘム・スチールからの輸入の舶来物
で、大きな改修工事もなく現在も現役で働いています。

この橋を完成させるのにもう一つ調べていて驚いた
のが、その工期の短さです。11月の即位の礼に間に合
わせるという使命を担った施工業者の大林組は、完成
の1年前の1927年10月頃設計開始、鋼材の発注。
1928年4月1日に橋台根掘りを行い、同年5月26日に
鉄筋コンクリート製橋台の両岸への埋設作業が完了、
その後約60日間で淀川を曳航されてきた鋼材の組立、

塗装を担った浅野物産は、約30日間という今でも驚く
スピードで完成にまでこぎ着けました。使用したリペッ
トは73,094本、費された塗料の総量は約1,300ガロ
ン。工期短縮のための一発勝負の組み立ては、暑い夏
の最中で大変だったそうです。

今まで、「古い鉄橋だなぁ。」と何気なく見ていた「澱
川橋梁」。今回の記事のテーマを探していた時に、ふと
思い浮かんで調べてみたら驚く事がいっぱい。これから
観月橋周辺を通るたびに、この橋を見ていただき、アメ
リカ生まれの鉄橋に先人の英知と技術力へ思いを馳
せていただけると幸いです。                    （新見和也）

このコーナーでは、伏見にある歴史やお店まで、今という「時」で切り取った１ページ
をご紹介していきます。

ときのかけはし

よど がわ きょう りょう麻雀大会

「伏見支部で開業して丸1年になります。支部の先生方とは、なかなかお話しをする十分な時間がありませ
んでしたが、今回、麻雀大会に誘っていただき、卓を囲みながら先生方と交流できたことを嬉しく思います。

麻雀は、若い頃、先輩たちから高い授業料で半強制的にご指導いただきました。一時は、インターネットの
麻雀対戦サイトで実践的な勉強をしたこともありましたが、やはり素質がないと悟り、長い間、麻雀から遠ざ
かっていました。

そのようなこともあり、参加することには少々消極的でしたが、初めての参加にもかかわらず、奇跡的に「優
勝」してしまいました。勘違いせずに、来年の麻雀大会にも参加させていただきたいと思っています。

懇親会を含め、楽しいひと時を過ごさせていただき、思い出深一日となりました。このような楽しい場をお
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で、腕に覚えのある先生方24人による夏の暑い闘いが繰り広げられまし
た。栄えある優勝は、松本良伴先生が勝ち取られました。では、松本先生
による優勝者の弁です
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中田　均
独居老人の家に待望の赤ちゃんが来ました。名前はバーディーとボギーです。
娘が家を出てから、独りの生活を過ごしていましたが、6月の末に生活が一変し、賑やかな家に変わりまし
た。毎日仕事から帰ると、まず鳴き声が私を迎えてくれます。夜中には一度起きて、赤ちゃんが寒がっていな
いかとお湯を沸かし部屋の保温をしたり、また朝夕には食事の用意と、毎日が結構忙しくなりました。
一緒に生活を始めて10日ほど経過すると、赤ちゃんの鳴き声から、どうゆう場合に鳴いているのかが少し理
解できるようになって、甲高いとき、か弱いときはどうかと、一喜一憂しています。
また、朝、部屋の外に出すと私の後ろを小走りに追い
かけてきて楽しいです。しかし、これが気を使うんです。
足元をよく見ていないと踏み潰しそうになるのです。
これから大きくなって、我が家の食生活（卵、チキン）
に貢献してくれるでしょう。この話は、我が家にきたヒ
ヨコの事です。

なか た ひとし

土井 三郎
クラブ１本、2本と貰って、30代からぼちぼち始めたゴルフも50
年ぐらいたち、4月で84歳になった今年の6月1日にエージ
シュートを達成できました。この日は、きさいちカントリークラブ
のグランドシニア大会があり、調子もよくHD21だったので、優勝
を狙っておりましたが、大会成績は残念ながら4位に終わりまし
た。午前中は、梅コースを40であがり、午後の松コースの最終
ホール前にボギーであがればエージシュートになると思ってい
たところ、その通りの44、トータル84のスコアーで上がることが
でき、長いゴルフ人生で初めてエージシュートを達成する事がで
きました。次回は伏水会でエージシュートを目標に、これからも
ゴルフを楽しんでいきたいと思います。

ど い さぶろう

さて、下記要領により今年度の支部旅行を企画いたしました。
より多くの先生方に参加していただければと思っております。

宿泊：ホテルニュー淡路

日程：平成29年10月13日（金）～10月14日（土）　
行先：淡路島・神戸方面

平成29年度支部旅行のお知らせ

『我が家に赤ちゃんくる』

『エージシュート』

京税協 富士山温泉 一泊二日の旅
2017年4月16日（日）～4月17日（月）の一泊

二日で京都税理士協同組合主催の富士山温泉
旅行に伏見支部からは16名が参加しました。

総勢101名の団体は、新幹線で京都駅を出発
して小田原駅に到着。その後は、大型バスで移動
し「ミュゼオ御殿場」で昼食です。三千坪のなだら
かなグラスガーデンと富士山を間近に眺めなが
ら、イタリア伝統料理とワインを味わいました。次
に世界文化遺産の富士山の構成遺産である「富
士山本宮浅間大社」を参拝して宿泊先へ。宿泊先
の「ホテル鐘山苑」は、雄大な富士山を一望し、四
季折々の花が楽しめる二万坪の日本庭園を有す
る宿です。中でも屋上露天風呂からの富士山の眺
めは最高でした。

2日目、ゴルフ組は、プロトーナメントの数々の
名勝負の舞台となった「富士桜カントリー倶楽
部」でプレー。観光組は、世界遺産の富士山の魅
力を様々な角度から楽しみました。

富士山・富士山・富士山を満喫した旅でし
た！！！　　　　　　　　　　　　（埜崎 静子）

編集後記
　広報は初めてのお仕事で、慣れないことばか
り。でも、委員会の先生方や快く記事を書いてい
ただける先生方、ご協力いただいた伏見署の皆
様、協賛していただいた各社・各行のご協力で、
第７２号の伏水を発行する事ができました。過去
の広報誌をみると、歴代の委員会の先生方が支
部広報にかけた「努力」と「知恵・工夫」に、「伏

水」を未来に引き継いでいく責任を感じましたし、
「伏見支部の広報誌は、見ていて楽しい。」そんな
お声をいただいている広報誌の良い伝統をこれ
からも頑張って続けていきたいと思います。最後
に校正・印刷にご協力いただいた為国印刷㈱の
江種さん・スタッフの皆様に感謝いたします。

（新見）

「ミュゼオ御殿場」にてウェルカムドリンクのシャンパンで乾杯
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